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論文抄読 １．概要

本研究は、毛細血管での体液の透過性を抑制する作用を有する 4G-α-

グルコシルヘスペリジン（G-Hsp）を含有する飲料の摂取が、下腿部の浮

腫みを改善する効果があるか否かについて検討した。

２．方法

健常成人女性 9名(年齢：43.4±2.6 歳)を対象とした。G-Hsp飲料また

はプラセボ（P）飲料 100mL とミネラルウォーター100mLを摂取させた後、

椅座位姿勢で 6 時間の安静を保たせた。その際、下腿部のインピーダン

ス（水分含有量の指標）、皮膚温、皮膚血流量および周囲長を測定した。

３．結果

6 時間の椅座位姿勢によるインピーダンスの低下は、P 飲料摂取時と

比較して G-Hsp飲料摂取時でより抑制される傾向がみられた(p=0.053)。

足関節周囲長（p=0.004）やふくらはぎ周囲長（p=0.043）の増加は、G-

Hsp 飲料の摂取により有意に抑制された。また、数名の対象者では、G-

Hsp飲料摂取 6時間後においても皮膚温の上昇が認められた。

４．結論

長時間の椅座位姿勢により引き起こされた下腿部の浮腫みは、G-Hsp

飲料摂取により軽減できることが明らかとなり、エコノミークラス症候

群を予防する一助となる可能性が示唆された。
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